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妊娠と薬相談クリニックの概要

開設：2001年6月

クリニック時間：毎週水曜日１５：３０－、1件30分予約制

相談料金：12,000円（自費）

担当スタッフ：産婦人科医師1名、薬剤師1名、トイスラークリ
ニック受付

相談件数：159件(2004年11月末現在)3.78件／月平均

調査薬剤数：893剤、延べ1438成分

5.61剤／1件平均最高48剤／1人



妊娠と薬相談クリニックの流れ

受診前

相談者から相談依頼の電話予約

問診票に記入・薬剤部宛送付

薬剤部で薬剤について調査

受診当日

医師による問診（月経歴、妊娠歴、妊娠経過、薬剤処方の経
緯、既往歴、家族歴など）

薬剤師による調査結果の説明

医師による総合的な危険度の説明
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薬剤服用時の認識
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医薬品の種類
中枢神経系用薬 消化器官用薬 その他の代謝性医薬品

催眠鎮静剤、抗不安薬 91剤 止しゃ剤、整腸剤 15剤 肝臓疾患用剤 3剤
抗てんかん薬 12剤 消化性潰瘍用剤 48剤 解毒剤 1剤
解熱鎮痛消炎剤 62剤 健胃消化剤 4剤 痛風治療剤 6剤
抗パーキンソン剤 8剤 制酸剤 5剤 酵素製剤 12剤
精神神経用剤 111剤 下剤、浣腸剤 5剤 他に分類されない代謝性医薬品 3剤
総合寒冒剤 26件 その他の消化器官用薬 25剤

放射性医薬品

末梢神経系用薬 ホルモン剤 放射性医薬品 1剤
局所麻酔剤 4剤 甲状腺、副甲状腺ホルモン剤 1剤

骨格筋弛緩剤 3剤 副腎ホルモン剤 19剤 アレルギー用薬
自律神経剤 1剤 卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤 3剤 抗ヒスタミン剤 14剤
鎮けい剤 5剤 混合ホルモン剤 4剤 その他のアレルギー用薬 31剤

その他のホルモン剤 2剤

感覚器官用薬 漢方製剤

眼科用薬 11剤 泌尿生殖器官及び肛門用薬 漢方製剤 19剤
耳鼻科用薬 6剤 その他の泌尿生殖器官及び肛門用薬 5剤

鎮暈剤 1剤 抗性物質製剤

外皮用薬 ｸﾞﾗﾑ陽性･陰性菌に作用するもの 32剤

循環器官用薬 鎮痛、鎮痒、収斂、消炎剤 3剤 ｸﾞﾗﾑ陽性菌･ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏに作用するもの 18剤
強心剤 1剤 寄生性皮ふ疾患用剤 2剤 ｸﾞﾗﾑ陽性･陰性菌ﾘｹｯﾁｱ､ｸﾗﾐｼﾞｱに作用するもの 5件
不整脈用剤 1剤

血圧降下剤 2剤 ビタミン剤 化学療法剤

高脂血症用剤 6剤 ビタミンB１剤 1剤 サルファ剤 1剤

その他の循環器官用薬 1剤 ビタミンB剤 7剤 合成抗菌剤 17剤
ビタミンC剤 1剤 抗ウイルス剤 6剤

呼吸器官用薬 混合ビタミン剤 3剤

鎮咳剤 12剤 寄生動物用薬

去たん剤 25剤 滋養強壮薬 抗原虫剤 2剤
鎮咳去たん剤 14剤 糖類剤 1剤

気管支拡張剤 21剤 たん白アミノ酸製剤 2剤 アルカロイド系麻薬
含嗽剤 2剤 あへんアルカロイド系麻薬 1剤

その他の呼吸器官用薬 4剤 血液、体液用薬

血液代用剤 4剤 その他
止血剤 8剤 外国薬 6剤
その他の血液、体液用薬 1剤 生活改善薬 1剤

ワクチン 3剤



159件中7件（4.4%）で薬剤の影響が出る可能
性が考えられた。

妊娠中のすべての症例について追跡調査を行って
いるが、現在のところ奇形の連絡はない。



まとめ
●妊娠と薬相談クリニックへ医師からの紹介が多いことやこれから妊娠しようと
する女性の受診者が少なくないことは、妊娠中の薬剤の影響に関する情報が、妊
婦だけではなく、医師にも適切に伝わっていないことを意味している。

●情報が適切に伝わらない理由として考えられるのは、１）医師がよりどころと
する添付文書の記載が適切でないこと（記載方法が判りにくい、Evidenceに基
づいていない、妊娠の時期による影響が区分されていない、動物実験のデータが
重視されすぎなど）、２）膨大なデータ（データは十分とは言えないが、実際は
かなり存在する）を蓄積し、解析する機関が虎の門病院や聖路加国際病院などで
あったことがあげられる。

●妊婦や妊娠しようとする女性への情報提供は民間で行われるべきであるが、デー
タの蓄積や解析を行い、それを添付文書に反映したり、医療者に提供するのはよ
り公的な機関が関与すべきだろう。

●妊娠中だけではなく、授乳中の服薬に関する相談がくることがある。授乳中の
服薬に関する問題も検討すべきだろう。


